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出版物のデジタル・アーカイブスがあＡＲＲＩＤＥとの相違点としては、一 有料の賛助会員向けサービスを含む点や、研究所の出版物のみが対象 外部の雑誌に掲載された論文は収録されない どの点があげられる。しかし、 当研究所発行の雑誌 『アジア経済』を例にとると、ＡＲＲＩＤＥには職員の執筆分しか登録されないが、ＡＩＤＥではすべての記事が対象 なるなど収録対象にはややずれがある。細かい違 はあるが、内容や作業的に重複する部分もあるのでその解決 課題であるといえよう。また、利用する側にとっては違いを意識しつつ二つ システムを使い分け のは煩わ
しいであろうし、一元的にすべてのアジ研の出版物および研究成果が検索できるようになることが望ましい。このためにはシステムの統合か、メタデータを集約し、一カ所から検索・アクセスできるようなハーベスタの設置 どの方法が考えられる。
近頃は「機関」だけでなく、地域のつな
























その出現の経緯である学術雑誌の価格高騰やオープンアクセス運動などから「学術情報流通の新たな一形態」と言われたり、名称と機能から「研究機関の知的生産物を一元的に保存／提供するサービス」 の説明がなされることが多い。しかし、先日筆者が国立情報学研究所の 修に参加した際に印象に残ったのは、ＩＲは「著者と ての研究 へのサービス」 いう一面を持つということだった。従来図書館は 読者」として 者 サービスを提供してきた。しかし様々な機関の実務担当者の体験談によると、ＩＲの広報やコンテンツの収集過程で研究者に働きかけ密接にやり りするうちに「著者」 しての研究者の活動についての理解が深まり、ＩＲ以外 図書館サービス全般に関しても様々なヒントが得られたという。研究 の新たな関係性構築に寄与し、今後の図書館運営のあり方を考えるうえでもＩＲは大きな可能性を持ってい のではないかと感じられた。人員の確保や運営面での課題も多いが、ＩＲの分野は日々進歩しており、様々な方向性で夢を描くことができる。アジ研図書館の歴史のなかでＡＲＲＩＤＥの歩みは始まったばかりだが、今後の発展 期待 ていただきたい。
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